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七
月
七
日
付
参
院
選

ト
事
業

は

り

、

ご虫

近
代
的
出
版
川
地
を
造
成
し
て
農
業
洋
一
援
を
高
め
る
た
必
の
一
は
じ
め
て
の
事
長
と
し
て
注
目
J

笠
め
つ
一
め
て
い
る

よ
須
戒
河
春
地
区
の
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
か
当
市
の
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
し
て
田
町
だ
す
役
割
に
大
い
に
則
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
議
悩
議
員
選
挙
は
、
七
月
七
日
(
士
ハ
市
を
安
心
し
て
式
か
せ
る
立
派
な
代

日
曜
)
内
面
市
、
即
日
開
票
で
行
な
わ
れ
一
表
古
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
一
と
く
に
、
と
れ
ま
で
の
聖
子
ゐ
迫
じ
一
参
議
院
選
挙
は
全
国
区
と
捜
バ
は
り

参
議
院
議
討
中
は
~
と
か
く
他
の
理
与
↑
て
一
新
年
一
閣
の
投
票
率
が
著
し
く
伝
い
v
乙
一
役
祭
が
同
時
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
地
方

に
く
ら
べ
て
関
心
が
低
い
と
い
わ
れ
℃
一
と
が
ね
揃
乏
れ
て
い
ま
す
か
、
こ
ん
ど
-
区
は
黒
剛
り
の
投
票
用
紙
に
、
全
国
区

お
り
ま
す
が
、
見
識
の
府
と
し
亡
の
参
一
の
参
議
院
選
挙
か
ら
は
、
ぜ
ひ
H

名
一
一
口
一
は
赤
刷
り
の
投
票
同
紙
に
な
っ
℃
い
ま

議
同
の
性
格
や
国
政
に
占
め
る
重
要
注
一
ば
ん
回
μ

を
期
し
て
い
た
た
き
た
い
も
↑
す
か
ら
問
返
え
な
い
よ
ろ
に
、
候
補
省

不
一
保
ノ
¥
一
費
削
し
て
、
白
山
富
る
醤
芝
一
の
で
す
。
一
の
氏
名
は
は
っ
き
り
と
雪
印
/
ょ
っ
に
し

し

計

九

日

吋

{

見

よ

く

知

一

不

在

者

投

票

一

ま

し

ょ

う

。

一

↑

投

票

所

が

一

部

変

更

り
、
よ
ぐ
考
え
る
こ
と
で
す
。
沼
挙
運
↑
投
票
は
、
退
治
つ
の
当
目
、
有
権
者
自
一

動
期
間
中
に
庁
な
わ
れ
る
同
説
会
や
選
一
ら
書
訴
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
芝
市
役
所
新
ハ
合
連
絡
所
が
新
谷
会
民
館

挙
m
広
報
、
さ
ら
に
は
テ
レ
ピ
u

ク
ジ
オ
一
原
則
で
す
が
、
投
票
当
日
、
会
計
刊
の
出
一
に
移
転
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
新
谷

に
よ
る
覧
。
経
歴
放
送
を
通
じ
一
L
侯
一
平
病
気
・

PEな
ど
の
や
む
を
得
な
一
第
一
技
量
は
新
谷
公
民
館
で
行
な
わ

補
者
の
政
策
と
人
物
公
よ
く
確
か
め
て
一
い
理
由
で
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
一
れ
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

割
問
叫
!
J
叫

u

倒

!

川

対

哨

l
一剖
J

が

いま、建設工事は切符
ととしの2}:!に i億6.900万円で着工した市民会館の建設士事

i は、 6月20日羽手E工程表どおり65ぷと、 10月末元成をめぎして
l 順調にすすんでいます。いまのところ、主体工事のうち、 3階
i のゴンクリー 1打ちを終えて、あとは屋根の部分を残すだけに
i なっています。まもなく、内部造作と駐車訟のある庭園づくり
l がはじまります。
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紙
本
で
低
二
十
九
組
、
横
凹
十
じ
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
書
か
れ
て
い
ま
止
を
重
視
、
と
れ
た
思
想
を
潟
う
軍
要
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稲
川
川
川
刊
川
山
叫
川
川
山
川
川
y

…

河
川
誌
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、
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雪
崩
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本
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刈
で
も
っ
、
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へ
川
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一
泊
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主
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明
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と
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に
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州
ぃ
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面
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っ
L
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は
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に
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川
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ル
川
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川
川
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勺
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軍
一
一
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た
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と
鴬
「
?
ノ
/
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ス
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、
叶
一
の
忠
柄
引
一
ン
ち
知
と
い
の
引
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、
時
代
わ
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ιの
管
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て
一
「
1
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-
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非
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に
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主

主
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里

、

先

生
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仁

と

は

も
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な

ら

の

と

い

L

叫
ん
ま
す
二
一
定
一

H
新
刊
図
誓
案
内
H

一

ケ
改
じ
内
閣
崎
市
立
引
を
ふ
均
点
」
せ
て
ρ
去
す
。
こ
う
レ
ム
ア
許
可
良
一
司
家
に
よ
っ

ん
も

ωで
す
コ
「
人
間
ば
常
に
心
の
五
体
を
面
目
川
一
い
り
川
山
一
戸
川
場
先
作
JIL品
校
止
一
江
戸
河
口
叫
一
戦
健
日
本
農
政
ボ
ノ
(
間
川
行
会
)
「

一
一
て
/
凸
河
川
J
J
~め
胞
の
一
小
い
与
は
、
平
年
の
半
今
以
一
I
に
へ
h

川
、
印
税
え
〆

賛
は
最
初
に
大
与
に
あ
る
「
誌
に
ろ
努
力
を
す
る
事
で
あ
る
」
と
言
い
倫
堂
成
古
文
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
一
人
生
の
名
著
第
一
b
f今
@
い
ね
巻
町

一
一
連
れ
た
り
、
植
え
付
け
が
で
き
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
ま
た
州
作
や
樹
一

日
一
一
阿
君
主
f

J

が

広

ぎ

傾

向

に
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す
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反
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書

が
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子

。

E
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皇
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会
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は
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に
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、
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、
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習
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弔
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、
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水
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刊

の

ほ

日

(

昭

和

制

f
H月
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指
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日
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鳥
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v
cる
ぺ
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も
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な
り
、
宍
の
理
に
も
か
之
の
子
一
得
た
的
出
っ
て
仁
口
一
自
主
人
妻
免

3
5計
十

後
船
防
総
叩
き
、
次
に
「
止
る
は
人
間
で
一
番
大
こ
れ
が
心
の
本
一
昨
ピ
」
μ
」
門
人
に
惇
命
包
の
f
日

絡

の

あ

る

こ

の

一

一

一

旧

が

法

一

一

と

し

た

り

ぷ

溶

け

ん

や
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と

い

づ

孔
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言

著
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藤
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あ
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。
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曲
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仁
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C
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が
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問
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h
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、
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菌
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別

巻

頭

工

一

ι亡
し

間

伝

子

J

ぐ

ド

慨

し

M
H一け
一

目

立

壮

一

問

題
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縫
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の
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流
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を
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叫
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ソ
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に
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